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知識・技能の習得を目指す場合、単なる用語の暗記やドリル的技能の訓練でなく、概念や原
理・法則の理解や知識・技能の関連付けができるように指導を工夫することが大切です。 
生徒のゴール時の姿をイメージしながら指導の工夫を行ってみましょう。 
 

 ② 基本的な柱体や錐体の表面積と体積を求める 

工夫錐体の表面積を求めるために、展開図を利用
したスモールステップを踏んだ展開を仕組
む。 

 スモールステップを踏んだ展開例 
①見取図は、全体の形が分かりやすいものの

立体の実際の線分の長さや角の大きさが分
かりにくいことを、展開図は、立体の実際
の底面や側面の形、線分の長さや角の大き
さが分かりやすいことを確認する。 

②展開図をかき、底面や側面の形を確認した
上で、分かっている線分の長さや角の大き
さを図に書き込む。等しい箇所には記号を
用いて図に書き込む。 

③底面積、側面積、表面積をそれぞれ求める。
■円錐の場合、以下のようなスモールステ

ップを踏む。 
(1)展開図から、側面がおうぎ形になること

を確認する。 
(2)側面積を求めるには、おうぎ形の中心角 

の大きさが分かればよいことを確認する。 
(3)その上で、底面の円周とおうぎ形の弧の

長さが等しくなることに着目する。 
(4)既習内容（以下のような問題）を振り返

りながら、中心角の大きさを求める。 
 
 
 
※底面積、側面積、表面積をそれぞれ求めた後
は、展開図のどの部分を表しているのかを確
認することが大切です。 
また、以下のような問題で理解を確認するこ
とも大切です。 

 
 

学習活動の一部 指導の工夫 

○筋道を立てて、錐体の表
面積を求める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

柱体や錐体の

表面の面積の

求め方を学ぶ

際に考えられ

る、 

指導の工夫と

展開の流れ 

知識・技能の習得を目指す授業の工夫例[２節] 

知識・技能
習得工夫例 「立体の表面積と体積を求めるために…」 

 

関連する 

調査問題 

H30 県調査 

[12 月調査] 

中２数 

６(4) 

半径６ｃｍ、弧の長さ８πｃｍのおうぎ形の中心
角の大きさを求めなさい。 

 

柱体や錐体の表
面積は、展開図を
かいて、筋道を立
てて考えるといい
んだね。 
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学習活動の一部 指導の工夫 

○柱体と錐体の体積の関係
を知り、錐体の体積を求
める。 

 

工夫柱体と錐体の体積の関係について、実感を伴
って理解することができるように、立体模型
（学校にある教材）を利用した実験を行う。 

※実験前に、予想させることが大切です。 
例１：水の体積を利用した実験 
高さと半径がともに等しい円柱と円錐の容器
を使って、円柱の容器には円錐の容器の何倍
分の水が入るか実験する（３倍であることを
確認する）。そこから、円錐の体積は、高さ
と半径がともに等しい円柱の体積の１／３であ
ることを導く。 

例２：水の重さを利用した実験 
 例１と同様の二つの容器を使って、それぞれ

の容器に入る水の重さを量って比べる。円錐
の体積は、高さと半径がともに等しい円柱の
体積の１／３であることを導く。 

  （※１ｃｍ３＝１ｍＬ＝１ｇとして考える。） 
 
※実験後は、錐体の体積の求め方として、単に、
式を提示するだけでなく、実験したことと式
を関連付けて示すことが大切です。 
また、以下のような問題に取り組ませ、柱体
と錐体の体積の関係を用いて、体積を求める
ことができるか確認することも大切です。 

錐体の体積の

求め方を学ぶ

際に考えられ

る、 

指導の工夫と

展開の流れ 

 実験から、錐体の体積は柱体の体積と関係があることが分かったよ。 
そのことを使って、錐体の体積を求めることができるようになったよ。 

関連する 

調査問題 

H30 県調査 

[12 月調査] 

中２数 

６(4) 

関連する 

調査問題 

H28 県調査 

[12 月調査] 

中２数 

７(2) 



 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 球の表面積と体積を求める 

学習活動の一部 指導の工夫 

○球と円柱の体積の関係を
知り、球の体積を求める
式をまとめる。 

 

工夫球（や半球）と円柱の体積の関係について、
実感を伴って理解することができるように、
立体模型を利用した実験を行う。実験結果と
体積を求める式を関連付けて示す。 

例：水の体積を利用した実験 
①半球と、半球と同じ半径で高さが２倍の円

柱の模型を使って、円柱の容器には半球の
容器の何杯分の水が入るか実験する（３杯
であることを確認する）。そこから、半球
の体積は、高さと半径がともに等しい円柱
の体積の１/３であることを導く。 

②球の体積が半球の体積の２倍であることか
ら、言葉の式を用いて、球の体積を求める
式を導いていく。 

 ・半球の体積＝円柱の体積×１/３ 
   ・球の体積は＝円柱の体積×１/３×２ 
   ・・・・・・＝円柱の体積×２/３ 
   ※球の体積は、その球がちょうど入る円柱

の体積の２/３倍になることを確認する。 
   ・底面の半径がｒｃｍ、高さが２ｒｃｍの円柱

として、 
    球の体積は＝πｒ２×２ｒ×２/３ 
    ・・・・・＝４/３πｒ３ 
 

２節３項の球

の体積の求め

方について学

ぶ場面におい

て考えられ

る、 

指導の工夫と

展開の流れ 

知識・技能の習得を目指す場合、生徒自身が活用することのできる知識・技能の習得と
なるように、学習内容が身に付いた生徒の姿をイメージして、指導を工夫したり授業展
開の流れを考えたりすることが大切なんですね。 
今回の場面以外にも、工夫できそうな指導を考えてやってみよう。 

知識・技能
習得工夫例 「球の体積と表面積を求めるために…」 

学習活動の一部 指導の工夫 

工夫球の表面積について、次のような分かってい
ること（例）を基にして、求める式を導く。 

例１：半径ｒｃｍの球の表面積は、半径２ｒｃｍの
円の面積に等しい。 

例２：球の表面積は、その球がちょうど入る円
柱の側面積に等しい。 

※式をまとめた後は、以下のような問題に取り
組ませ、求め方を理解しているか確認するこ
とも大切です。 

○球の表面積を求める式を
まとめる。 

 

２節３項の球

の表面積の求

め方について

学ぶ場面にお

いて考えられ

る、 

指導の工夫と

展開の流れ 

関連する 

調査問題 

H27 県調査 

[４月調査] 

中２数 

８(3) 

 

なぜ、４/３πｒ３という
式が成り立つのか分
かったよ。この式を使っ
て、球の体積を求める
ことができるようにな
ったよ。 


